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                              資料№：R8愛競実 1-3 
一般社団法人愛知県溶接協会 

令和 8 年(第 75 回)愛知県溶接技術競技会開催要項 
（概要） 

令和 8 年(第 75 回)競技会は、コロナウイルス感染症の蔓延拡大防止のための制限は行わなく

通常の開催とします。但し 駐車場スペースが狭い、付添及び見学者の待機場所が狭い等の問

題があり、参加者の集中を避け分散等を考慮し開催します。最終の実施要領（文中の下線部分）

は、令和 8 年 2 月上旬開催の第 2 回実行委員会で決定することとします。  

  

１． 名称   

 令和 8 年(第 75 回)愛知県溶接技術競技会  

２． 目的  

      溶接技術競技会は、県下の製造業等で溶接作業に従事する技能者の技能習熟結果を発表で

きる場とするとともに技を競い合い、かつ交流を通じてモチベーションの向上と、ものづく

り意欲や創造性を養い、産業界で活躍できる実践的技能者の育成を図ることを目的とする。  

３． 開催日時 

     令和 8 年 3 月 14 日(土)  

集   合   8 時 45 分 第 1、2 班の選手及び関係者  

       開 会 式    9 時から 簡略化して実施します。（1，2 班の選手及び関係者） 

       溶接技術競技会（1F 溶接実習場） 9 時 30 分～14 時 30 分 

         競技進行は、班別に指定した時間に集合・競技を行うこととします。      

        作 品 展 示    競技会当日の会場での展示は中止とします。 

        但し 3 月 25 日に名古屋市工業研究所視聴覚室で作品展示を行います。 

４． 会 場 

     愛知県立名古屋高等技術専門校 

      〒462-0023 名古屋市北区安井二丁目 4-48 

５． 開催関係団体 

(1) 主 催  

一般社団法人 愛知県溶接協会  

〒456-0058 名古屋市熱田区六番三丁目 4-41  名古屋市工業研究所内    

(2) 後 援 

愛知県 、名古屋市 、愛知県職業能力開発協会 

一般社団法人日本溶接協会中部地区溶接技術検定委員会 

(3) 協 賛 

産報出版株式会社  

 (4) 協 力 

     株式会社ダイヘン 

    パナソニックコネクト株式会社 

    日鉄溶接工業株式会社 

６． 組織及び役員                

(1) 組 織  

幹事会社：株式会社豊田自動織機  

                   

┌ 実行委員会 ┐     

      競技委員会   ―┤       ├―― 事務局 

               └ 審査委員会 ┘ 

(2) 役 員    

① 競技委員会 

        委員長   平 井 宏 樹（愛知県溶接協会会長） 

副委員長  亀 垣 直 和（愛知県溶接協会副会長） 

     〃    舘 石 和 雄（愛知県溶接協会副会長）                 
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   〃    植 松 要 治（愛知県溶接協会副会長） 

    委  員  木 津 克 之（愛知県経済産業局）  他 18 名 

② 実行委員会 

委 員 長  白 井 晴 久（株式会社豊田自動織機トヨタ L＆F カンパニー） 

副委員長   糟 野   仁（株式会社豊田自動織機トヨタ L＆F カンパニー）   

  〃    加 藤 喜 久（一般社団法人愛知県溶接協会） 

委  員  杉 本 賢 一（あいち産業科学技術センター） 他 18 名 

③ 審査委員会 

        委 員 長  舘 石 和 雄（名古屋大学大学院） 

        副委員長  下 村 波 基（（一社）日本溶接協会中部地区溶接技術検定員会） 

        委  員  松 井 則 男（名古屋市工業研究所）他 16 名 

 

7. 参加資格  愛知県内事業場に勤務している人、または愛知県内在住者及び当協会会員企業に所

属している人。 

        労働安全衛生法第 59 条第 3 項に基づく「アーク溶接等の作業に関し安全又は衛生

のための特別教育」を修了していること。 

 

8. 競技区分  被覆ア－ク溶接        1 部、2 部 

        炭酸ガス半自動アーク溶接   1 部、2 部 

       なお、2 部は、中小企業基本法による中小企業（資本金 3 億円以下並びに従業員 300 人

以下の製造業）を対象とします。 

 

9. 課 題      薄板（板厚 4.5mm、溶接姿勢：横向、邪魔板（スカラップ付））および中板（板厚９

mm、溶接姿勢：立向上進、邪魔板（スカラップ付））の突合せ溶接とします。又 薄

板、中板いずれも開先形状（I、ㇾ、V 形）とし片側裏波溶接（裏当て金なし）としま

す。 

       詳細は、令和８年（第 75 回）愛知県溶接技術競技会「課題の案内」をお読みください。 

 

10. 参 加 費   1 部（１名につき）20,000 円＋消費税 2,000 円＝合計 22,000 円  

2 部（１名につき）15,000 円＋消費税 1,500 円＝合計 16,500 円 

           但し、工業高校生は、参加費(消費税込み)8,250 円 

 

11. 定 員      被覆ア－ク溶接の部、炭酸ガス半自動アーク溶接の部  合計 100 名 

 

12.  成績審査  外観検査、Ｘ線透過試験検査及び曲げ試験検査により評価します。  

       

13.  表 彰      各競技区分の優秀者に、最優秀賞（愛知県知事賞）、特別優秀賞（名古屋市長賞）、優秀

賞（愛知県職業能力開発協会長賞）、優秀賞（一般社団法人日本溶接協会中部地区溶接技

術検定委員会長賞）、技能賞等を授与します。今回溶接女子を支援する為、10 名以上女子

の参加又は審査の結果高得点の場合は、最優秀賞（愛知県知事賞）、特別優秀賞（名古屋

市長賞）、優秀賞（愛知県職業能力協会長賞）の授与を検討します。 

        1 部、2 部合わせて総合 1 位に優勝旗とカップ、総合 2 位にカップを贈呈します。 

       総合優勝者には特別賞として産報出版賞を贈呈します。 

表彰式は、令和 8 年 5 月 22 日総会終了後に予定しています。 

 

14.  全国溶接技術競技会愛知県代表選手の推薦 

   一般社団法人日本溶接協会主催の令和 8 年度(第 71 回)全国溶接技術競技会北海道地区苫小牧

大会に 1 部、2 部を含め、成績の上位者から（各部門 2 名予定）選出します。 

以上 


